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(57)【要約】
　本明細書は、互いに異なる大きさの搬送波を含むリソ
ースユニットを使用してＰＰＤＵを送信する技法を提案
する。例えば、ＰＰＤＵは、５個の周波数帯域及び左側
ガード帯域及び右側ガード帯域を使用して送信される。
５個の周波数帯域に含まれるリソースユニットのタイプ
によってヌルサブキャリアが含まれることができる。こ
のようなヌルサブキャリアは、各周波数帯域の最左側ま
たは最右側であり、含まれるヌルサブキャリアの個数は
、各リソースユニットに含まれる搬送波の大きさやリソ
ースユニットのタイプによって決定されることができる
。ＤＣ搬送波を含む周波数帯域は、不連続的な搬送波を
含むリソースユニットが１個のみが含まれることができ
、ＤＣ搬送波周辺にはヌルサブキャリアが追加で含まれ
ることができる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ）システムにおいて、複数のサブキャリア（ｓ
ｕｂｃａｒｒｉｅｒ）が割り当てられるリソースユニット（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ
）を使用して信号を送信する方法において、
　受信ステーションのデータフィールドのために割り当てられた少なくとも一つのリソー
スユニットを使用してＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎ
ｉｔ）を構成するステップと、
　前記ＰＰＤＵを第１の既設定帯域を介して受信ステーションに送信ステップであって、
前記第１の既設定帯域は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域と、前記第１の周波
数帯域に連続する左側ガード帯域と、前記第５の周波数帯域に連続する右側ガード帯域と
を含む、ステップと、
　を含み、
　前記第１の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
当てられる場合、前記第１の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキャリアは、
ヌルサブキャリア（ｎｕｌｌ　ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）で構成され、
　前記第２の周波数帯域上に前記第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが
割り当てられる場合、前記第２の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキャリア
は、前記ヌルサブキャリアで構成され、
　前記第１及び第２の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当てられる
場合、前記第１及び第２の周波数帯域には前記ヌルサブキャリアが挿入されず、
　前記第４の周波数帯域上に前記第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが
割り当てられる場合、前記第４の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブキャリ
アは、前記ヌルサブキャリアで構成され、
　前記第５の周波数帯域上に前記第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが
割り当てられる場合、前記第５の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブキャリ
アは、前記ヌルサブキャリアで構成され、
　前記第４及び第５の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当てられる
場合、前記第４及び第５の周波数帯域には前記ヌルサブキャリアが挿入されず、
　前記第３のタイプのリソースユニットは、前記第２のタイプのリソースユニットに比べ
て多くのサブキャリアを含み、前記第２のタイプのリソースユニットは、前記第１のタイ
プのリソースユニットに比べて多くのサブキャリアを含む、方法。
【請求項２】
　前記第３の周波数帯域上では、既設定された個数のＤＣサブキャリアと前記第１のタイ
プのリソースユニットが割り当てられる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第３の周波数帯域の第１のタイプのリソースユニットに含まれるサブキャリアは、
２個のサブキャリアグループに不連続的に割り当てられ、前記２個のサブキャリアグルー
プ間には前記ＤＣサブキャリアが割り当てられる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のタイプのリソースユニットは、２６個のサブキャリアを含み、前記第２のタ
イプのリソースユニットは、５２個のサブキャリアを含み、前記第３のタイプのリソース
ユニットは、１０６個のサブキャリアを含み、前記ＤＣサブキャリアは、７個のサブキャ
リアを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の既設定帯域は、２０ＭＨｚ帯域に相当する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の周波数帯域、第２の周波数帯域、第４の周波数帯域及び第５の周波数帯域の
各々は、同じ個数のサブキャリアに対応し、
　前記第１の周波数帯域、第２の周波数帯域、第４の周波数帯域及び第５の周波数帯域の
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各々は、２個の第１のタイプのリソースユニットと１個のヌルサブキャリアを含む周波数
帯域に相当する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の周波数帯域及び前記第２の周波数帯域を含む帯域は、１個の第３のタイプの
リソースユニットに相当する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＰＰＤＵが複数の受信ステーションのために構成される場合、前記ＰＰＤＵには複
数のリソースユニットが割り当てられ、前記複数のリソースユニットは、前記複数の受信
ステーションのために使われる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）は、ＯＦ
ＤＭＡ　ＰＰＤＵである、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＰＰＤＵは、制御フィールド及び前記データフィールドを含み、
　前記制御フィールドに適用されるサブキャリア周波数スペーシング（Ｓｕｂｃａｒｒｉ
ｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｐａｃｉｎｇ）は、前記データフィールドに適用されるサ
ブキャリア周波数スペーシングに比べて４倍大きい、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記制御フィールドの各シンボルに適用されるＩＤＦＴ／ＤＦＴ区間（ＩＤＦＴ／ＤＦ
Ｔ　ｐｅｒｉｏｄ）は、前記データフィールドの各データシンボルに適用されるＩＤＦＴ
／ＤＦＴ区間に比べ、１／４倍短い、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　無線ＬＡＮステーションにおいて、
　無線信号を送受信するＲＦ部と、、
　前記ＲＦ部を制御するプロセッサとを含み、
　前記プロセッサは、
　受信ステーションのデータフィールドのために割り当てられた少なくとも一つのリソー
スユニットを使用してＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎ
ｉｔ）を構成し、
　前記ＰＰＤＵを第１の既設定帯域を介して受信ステーションに送信し、前記第１の既設
定帯域は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域と、前記第１の周波数帯域に連続す
る左側ガード帯域と、前記第５の周波数帯域に連続する右側ガード帯域と、を含み、
　前記第１の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
当てられる場合、前記第１の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキャリアは、
ヌルサブキャリア（ｎｕｌｌ　ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）で構成され、
　前記第２の周波数帯域上に前記第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが
割り当てられる場合、前記第２の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキャリア
は、前記ヌルサブキャリアで構成され、
　前記第１及び第２の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当てられる
場合、前記第１及び第２の周波数帯域には前記ヌルサブキャリアが挿入されず、
　前記第４の周波数帯域上に前記第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが
割り当てられる場合、前記第４の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブキャリ
アは、前記ヌルサブキャリアで構成され、
　前記第５の周波数帯域上に前記第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが
割り当てられる場合、前記第５の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブキャリ
アは、前記ヌルサブキャリアで構成され、
　前記第４及び第５の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当てられる
場合、前記第４及び第５の周波数帯域には前記ヌルサブキャリアが挿入されず、
　前記第３のタイプのリソースユニットは、前記第２のタイプのリソースユニットに比べ
て多くのサブキャリアを含み、前記第２のタイプのリソースユニットは、前記第１のタイ
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プのリソースユニットに比べて多くのサブキャリアを含む、無線ＬＡＮステーション。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書は、無線通信に関し、より詳しくは、無線ＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ
）システムにおいて、複数のサブキャリアを含むリソースユニット（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
ｕｎｉｔ）の組み合わせを使用して少なくとも一つの受信ステーションのためのデータを
送信する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次世代ＷＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）のため
の議論が進行している。次世代ＷＬＡＮでは、１）２．４ＧＨｚ及び５ＧＨｚ帯域でＩＥ
ＥＥ（ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ａｎｄ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉ
ｃｓ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１ＰＨＹ（ｐｈｙｓｉｃａｌ）階層とＭＡＣ（ｍ
ｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）階層の向上、２）スペクトラム効率性（ｓ
ｐｅｃｔｒｕｍ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）と領域スループット（ａｒｅａ　ｔｈｒｏｕｇ
ｈｐｕｔ）を高めること、３）干渉ソースが存在する環境、密集した異種ネットワーク（
ｈｅｔｅｒｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）環境及び高いユーザ負荷が存在する環境
のような実際室内環境及び室外環境で性能を向上させることを目標とする。
【０００３】
　次世代ＷＬＡＮで主に考慮される環境は、ＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）とＳＴＡ
（ｓｔａｔｉｏｎ）が多い密集環境であり、このような密集環境でスペクトラム効率（ｓ
ｐｅｃｔｒｕｍ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）と空間スループット（ａｒｅａ　ｔｈｒｏｕｇ
ｈｐｕｔ）に対する改善が論議される。また、次世代ＷＬＡＮでは室内環境だけでなく、
既存ＷＬＡＮであまり考慮されていなかった室外環境での実質的な性能改善に関心を有す
る。
【０００４】
　具体的に、次世代ＷＬＡＮでは無線オフィス（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｏｆｆｉｃｅ）、ス
マートホーム（ｓｍａｒｔ　ｈｏｍｅ）、スタジアム（Ｓｔａｄｉｕｍ）、ホットスポッ
ト（Ｈｏｔｓｐｏｔ）、ビル／アパート（ｂｕｉｌｄｉｎｇ／ａｐａｒｔｍｅｎｔ）のよ
うなシナリオに関心が大きくて、該当シナリオに基づいてＡＰとＳＴＡが多い密集環境で
のシステム性能向上に対する議論が進行している。
【０００５】
　また、次世代ＷＬＡＮでは一つのＢＳＳ（ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）での
単一リンク性能向上よりは、ＯＢＳＳ（ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　ｓｅｔ）環境でのシステム性能向上及び室外環境性能改善、そしてセルラーオフ
ローディングなどに対する議論が活発になると予想される。このような次世代ＷＬＡＮの
方向性は、次世代ＷＬＡＮが益々移動通信と類似の技術範囲を有するようになることを意
味する。最近、スモールセル及びＤ２Ｄ（Ｄｉｒｅｃｔ－ｔｏ－Ｄｉｒｅｃｔ）通信領域
で移動通信とＷＬＡＮ技術が共に論議されている状況を考慮してみる時、次世代ＷＬＡＮ
と移動通信の技術的及び事業的な融合は、一層活発になると予測される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本明細書の一例は、複数のリソースユニットが使われる場合、効率的に通信をすること
ができる方法及び装置を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本明細書は、無線ＬＡＮシステムにおいて、使用可能な方法及び装置を提案する。該当
方法は、受信ステーションのデータフィールドのために割り当てられた少なくとも一つの
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リソースユニットを使用してＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ
　Ｕｎｉｔ）構成するステップと、前記ＰＰＤＵを第１の既設定帯域を介して受信ステー
ションに送信するステップであって、前記第１の既設定帯域は、互いに連続（ｃｏｎｔｉ
ｎｕｏｕｓ）する第１乃至第５の周波数帯域と、前記第１の周波数帯域に連続する左側ガ
ード帯域（ｌｅｆｔ　ｇｕａｒｄ　ｂａｎｄ）と、前記第５の周波数帯域に連続する右側
ガード帯域（ｒｉｇｈｔ　ｇｕａｒｄ　ｂａｎｄ）と、を含む、ステップとを含む。
【０００８】
　この場合、前記第１の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニ
ットが割り当てられる場合、前記第１の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキ
ャリアは、ヌルサブキャリア（ｎｕｌｌ　ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）で構成される。
【０００９】
　また、前記第２の周波数帯域上に前記第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニ
ットが割り当てられる場合、前記第２の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキ
ャリアは、前記ヌルサブキャリアで構成される。
【００１０】
　また、前記第１及び第２の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当て
られる場合、前記第１及び第２の周波数帯域には前記ヌルサブキャリアが挿入されない。
【００１１】
　また、前記第４の周波数帯域上に前記第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニ
ットが割り当てられる場合、前記第４の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブ
キャリアは、前記ヌルサブキャリアで構成される。
【００１２】
　また、前記第５の周波数帯域上に前記第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニ
ットが割り当てられる場合、前記第５の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブ
キャリアは、前記ヌルサブキャリアで構成される。
【００１３】
　また、前記第４及び第５の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当て
られる場合、前記第4及び第5の周波数帯域には前記ヌルサブキャリアが挿入されない。
【００１４】
　また、前記第３のタイプのリソースユニットは、前記第２のタイプのリソースユニット
に比べて多くのサブキャリアを含み、前記第２のタイプのリソースユニットは、前記第１
のタイプのリソースユニットに比べて多くのサブキャリアを含む。
【発明の効果】
【００１５】
　本明細書の一例は、複数のリソースユニットが使われる場合、複数のリソースユニット
に対して干渉が緩和されることができるリソースユニット割当技法を提案する。例えば、
本明細書の技法は、ヌルサブキャリアとリソースユニットを適切に配置し、複数のリソー
スユニットが複数の受信ステーションに割り当てられる場合、干渉の効果を緩和させる効
果を達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】無線ＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ、ＷＬ
ＡＮ）の構造を示す概念図である。
【図２】４０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット（ＲＵ）割当／配置の一例を示す。
【図３】８０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット（ＲＵ）割当／配置の一例を示す。
【図４】本実施例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートー
ンの割当方法を示す。
【図５】追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバー
トーンの割当方法を示す。
【図６】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変形
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された一例を説明する図面である。
【図７】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変形
された一例を説明する図面である。
【図８】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変形
された一例を説明する図面である。
【図９】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変形
された一例を説明する図面である。
【図１０】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変
形された一例を説明する図面である。
【図１１】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変
形された一例を説明する図面である。
【図１２】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変
形された一例を説明する図面である。
【図１３】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変
形された一例を説明する図面である。
【図１４】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変
形された一例を説明する図面である。
【図１５】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変
形された一例を説明する図面である。
【図１６】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変
形された一例を説明する図面である。
【図１７】２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバートーンの割当の変
形された一例を説明する図面である。
【図１８】本実施例に使われることができるＤＬ／ＵＬ　ＰＰＤＵフォーマットを示すブ
ロック図である。
【図１９】本実施例が適用されることができる無線装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１は、無線ＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ、Ｗ
ＬＡＮ）の構造を示す概念図である。
【００１８】
　図１の上段は、ＩＥＥＥ（ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ
　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１のインフラストラクチャＢ
ＳＳ（ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）の構造を示す。
【００１９】
　図１の上段を参照すると、無線ＬＡＮシステムは、一つまたはそれ以上のインフラスト
ラクチャＢＳＳ１００、１０５（以下、ＢＳＳ）を含むことができる。ＢＳＳ１００、１
０５は、成功裏に同期化されて互いに通信できるＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）１２
５及びＳＴＡ１（Ｓｔａｔｉｏｎ）１００－１のようなＡＰとＳＴＡのセットであり、特
定領域を示す概念ではない。ＢＳＳ１０５は、一つのＡＰ１３０に一つ以上の結合可能な
ＳＴＡ１０５－１、１０５－２を含むこともできる。
【００２０】
　ＢＳＳは、少なくとも一つのＳＴＡ、分散サービス（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｅ
ｒｖｉｃｅ）を提供するＡＰ１２５、１３０及び複数のＡＰを連結させる分散システム（
Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ、ＤＳ）１１０を含むことができる。
【００２１】
　分散システム１１０は、複数のＢＳＳ１００、１０５を連結して拡張されたサービスセ
ットであるＥＳＳ（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅｔ）１４０を具現すること
ができる。ＥＳＳ１４０は、一つまたは複数個のＡＰ１２５、２３０が分散システム１１
０を介して連結されて構成された一つのネットワークを指示する用語として使われること
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ができる。一つのＥＳＳ１４０に含まれるＡＰは、同じＳＳＩＤ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅ
ｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を有することができる。
【００２２】
　ポータル（ｐｏｒｔａｌ）１２０は、無線ＬＡＮネットワーク（ＩＥＥＥ８０２．１１
）と他のネットワーク（例えば、８０２．Ｘ）との連結を実行するブリッジ役割を遂行す
ることができる。
【００２３】
　図１の上段のようなＢＳＳでは、ＡＰ１２５、１３０間のネットワーク及びＡＰ１２５
、１３０とＳＴＡ１００－１、１０５－１、１０５－２との間のネットワークが具現され
ることができる。しかし、ＡＰ１２５、１３０無しでＳＴＡ間でもネットワークを設定し
て通信を実行することも可能である。ＡＰ１２５、１３０無しでＳＴＡ間でもネットワー
クを設定して通信を実行するネットワークをアドホックネットワーク（Ａｄ－Ｈｏｃ　ｎ
ｅｔｗｏｒｋ）または独立ＢＳＳ（ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｂａｓｉｃ　ｓｅｒｖｉｃ
ｅ　ｓｅｔ、ＩＢＳＳ）と定義する。
【００２４】
　図１の下段は、ＩＢＳＳを示す概念図である。
【００２５】
　図１の下段を参照すると、ＩＢＳＳは、アドホックモードで動作するＢＳＳである。Ｉ
ＢＳＳは、ＡＰを含まないため、中央で管理機能を遂行するエンティティ（ｃｅｎｔｒａ
ｌｉｚｅｄ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）がない。即ち、ＩＢＳＳにおいて、
ＳＴＡ１５０－１、１５０－２、１５０－３、１５５－４、１５５－５は、分散された方
式（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｍａｎｎｅｒ）に管理される。ＩＢＳＳにおいて、全ての
ＳＴＡ１５０－１、１５０－２、１５０－３、１５５－４、１５５－５は、移動ＳＴＡか
らなることができ、分散システムへの接続が許容されなくて自己完備的ネットワーク（ｓ
ｅｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を構築する。
【００２６】
　ＳＴＡは、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅ
ｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１標準の規定に従う媒体接続制
御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、ＭＡＣ）と無線媒体に対する物理階
層（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ）インターフェースを含む任意の機能媒体であり、広
義では、ＡＰと非ＡＰ　ＳＴＡ（Ｎｏｎ－ＡＰ　Ｓｔａｔｉｏｎ）を両方とも含む意味と
して使われることができる。
【００２７】
　ＳＴＡは、移動端末（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、無線送受信ユニット（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅ
ｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ；ＷＴＲＵ）、ユーザ装備（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ
）、移動局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＭＳ）、モバイル加入者ユニット（Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｕｎｉｔ）または単純にユーザ（ｕｓｅｒ）などの多様
な名称で呼ばれることもある。
【００２８】
　以下、本実施例では、ＡＰからＳＴＡへ送信されるデータ（または、フレーム）はダウ
ンリンクデータ（または、ダウンリンクフレーム）、ＳＴＡからＡＰへ送信されるデータ
（または、フレーム）はアップリンクデータ（または、アップリンクフレーム）という用
語で表現されることができる。また、ＡＰからＳＴＡへの送信はダウンリンク送信、ＳＴ
ＡからＡＰへの送信はアップリンク送信という用語で表現できる。
【００２９】
　また、ダウンリンク送信を介して送信されるＰＰＤＵ（ＰＨＹ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄ
ａｔａ　ｕｎｉｔ）、フレーム及びデータの各々は、ダウンリンクＰＰＤＵ、ダウンリン
クフレーム及びダウンリンクデータという用語で表現されることができる。ＰＰＤＵは、
ＰＰＤＵヘッダとＰＳＤＵ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ
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　ｕｎｉｔ）（または、ＭＰＤＵ（ＭＡＣ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ））
を含むデータ単位である。ＰＰＤＵヘッダは、ＰＨＹヘッダとＰＨＹプリアンブルを含む
ことができ、ＰＳＤＵ（または、ＭＰＤＵ）は、フレーム（または、ＭＡＣ階層の情報単
位）を含み、またはフレームを指示するデータ単位である。ＰＨＹヘッダは、他の用語と
して、ＰＬＣＰ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ）ヘッダで表現され、ＰＨＹプリアンブルは、他の用語として、ＰＬＣＰプリアン
ブルで表現されることもできる。
【００３０】
　また、アップリンク送信を介して送信されるＰＰＤＵ、フレーム及びデータの各々は、
アップリンクＰＰＤＵ、アップリンクフレーム及びアップリンクデータという用語で表現
されることができる。
【００３１】
　既存の無線ＬＡＮシステムでは、ＳＵ（ｓｉｎｇｌｅ）－ＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎ
ａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）送信に基づ
いて全体帯域幅が一つのＳＴＡへのダウンリンク送信及び一つのＳＴＡのアップリンク送
信のために使われた。また、既存の無線ＬＡＮシステムにおいて、ＡＰは、ＭＵ　ＭＩＭ
Ｏ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）に基づいてＤＬ
（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）ＭＵ（ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ）送信を実行することができ、このよ
うな送信は、ＤＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信という用語で表現されることができる。
【００３２】
　本実施例に係る無線ＬＡＮシステムでは、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）ベースの送信方法
がアップリンク送信及びダウンリンク送信のためにサポートされることができる。具体的
に、本実施例に係る無線ＬＡＮシステムにおいて、ＡＰがＯＦＤＭＡに基づいてＤＬ　Ｍ
Ｕ送信を実行することができ、このような送信は、ＤＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信という用
語で表現されることができる。ＤＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信が実行される場合、ＡＰは、
重なった時間リソース上で複数の周波数リソースの各々を介して複数のＳＴＡの各々にダ
ウンリンクデータ（または、ダウンリンクフレーム、ダウンリンクＰＰＤＵ）を送信する
ことができる。複数の周波数リソースは、複数のサブバンド（または、サブチャネル）ま
たは複数のＲＵ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ）（例えば、ＢＴＵ（ｂａｓｉｃ　ｔｏｎ
ｅ　ｕｎｉｔ）、ＳＴＵ（ｓｍａｌｌ　ｔｏｎｅ　ｕｎｉｔ））である。ＤＬ　ＭＵ　Ｏ
ＦＤＭＡ送信は、ＤＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信と共に使われることができる。例えば、ＤＬ
　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信のために割り当てられた特定サブバンド（または、サブチャネル
）上で複数の時空間ストリーム（ｓｐａｃｅ－ｔｉｍｅ　ｓｔｒｅａｍ）（または、空間
的ストリーム（ｓｐａｔｉａｌ　ｓｔｒｅａｍ））に基づいているＤＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ
送信が実行されることができる。
【００３３】
　本実施例に係る無線ＬＡＮシステムでは、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）ベースの送信方法
がアップリンク送信及びダウンリンク送信のためにサポートされることができる。具体的
に、本実施例に係る無線ＬＡＮシステムにおいて、ＡＰがＯＦＤＭＡに基づいてＤＬ　Ｍ
Ｕ送信を実行することができ、このような送信は、ＤＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信という用
語で表現されることができる。ＤＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信が実行される場合、ＡＰは、
重なった時間リソース上で複数の周波数リソースの各々を介して複数のＳＴＡの各々にダ
ウンリンクデータ（または、ダウンリンクフレーム、ダウンリンクＰＰＤＵ）を送信する
ことができる。複数の周波数リソースは、複数のサブバンド（または、サブチャネル）ま
たは複数のＲＵ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ）（例えば、ＢＴＵ（ｂａｓｉｃ　ｔｏｎ
ｅ　ｕｎｉｔ）、ＳＴＵ（ｓｍａｌｌ　ｔｏｎｅ　ｕｎｉｔ））である。ＤＬ　ＭＵ　Ｏ
ＦＤＭＡ送信は、ＤＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信と共に使われることができる。例えば、ＤＬ
　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信のために割り当てられた特定サブバンド（または、サブチャネル
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）上で複数の時空間ストリーム（ｓｐａｃｅ－ｔｉｍｅ　ｓｔｒｅａｍ）（または、空間
的ストリーム（ｓｐａｔｉａｌ　ｓｔｒｅａｍ））に基づいているＤＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ
送信が実行されることができる。
【００３４】
　また、本実施例に係る無線ＬＡＮシステムでは、複数のＳＴＡが同じ時間リソース上で
ＡＰにデータを送信するＵＬ　ＭＵ送信（ｕｐｌｉｎｋ　ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ　ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）がサポートされることができる。複数のＳＴＡの各々による重なっ
た時間リソース上でのアップリンク送信は、周波数ドメインまたは空間ドメイン（ｓｐａ
ｔｉａｌ　ｄｏｍａｉｎ）上で実行されることができる。
【００３５】
　複数のＳＴＡの各々によるアップリンク送信が周波数ドメイン上で実行される場合、Ｏ
ＦＤＭＡに基づいて複数のＳＴＡの各々に対して互いに異なる周波数リソースがアップリ
ンク送信リソースに割り当てられることができる。互いに異なる周波数リソースは、互い
に異なるサブバンド（または、サブチャネル）または互いに異なるＲＵ（ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　ｕｎｉｔ）（例えば、ＢＴＵ（ｂａｓｉｃ　ｔｏｎｅ　ｕｎｉｔ）、ＳＴＵ（ｓｍａ
ｌｌ　ｔｏｎｅ　ｕｎｉｔ））である。複数のＳＴＡの各々は、割り当てられた互いに異
なる周波数リソースを介してＡＰにアップリンクデータを送信することができる。このよ
うな互いに異なる周波数リソースを介した送信方法は、ＵＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信方法
という用語で表現されることもできる。
【００３６】
　複数のＳＴＡの各々によるアップリンク送信が空間ドメイン上で実行される場合、複数
のＳＴＡの各々に対して互いに異なる時空間ストリーム（または、空間的ストリーム）が
割り当てられ、複数のＳＴＡの各々が互いに異なる時空間ストリームを介してアップリン
クデータをＡＰに送信することができる。このような互いに異なる空間的ストリームを介
した送信方法は、ＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信方法という用語で表現されることもできる。
【００３７】
　ＵＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信とＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信は共に実行されることができ
る。例えば、ＵＬ　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信のために割り当てられた特定サブバンド（また
は、サブチャネル）上で複数の時空間ストリーム（または、空間的ストリーム）に基づい
ているＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信が実行されることができる。
【００３８】
　ＭＵ　ＯＦＤＭＡ送信をサポートしなかった従来の無線ＬＡＮシステムにおいて、一つ
の端末に広い帯域幅（ｗｉｄｅｒ　ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）（例えば、２０ＭＨｚ超過帯域
幅）を割り当てるためにマルチチャネル割当方法が使われた。マルチチャネルは、一つの
チャネル単位を２０ＭＨｚとする場合、複数個の２０ＭＨｚチャネルを含むことができる
。マルチチャネル割当方法では端末に広い帯域幅を割り当てるためにプライマリチャネル
規則（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｒｕｌｅ）が使われた。プライマリチャネル規
則が使われる場合、端末に広い帯域幅を割り当てるための制約が存在する。具体的に、プ
ライマリチャネルルールによると、プライマリチャネルに隣接したセカンダリチャネル（
ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｈａｎｎｅｌ）がＯＢＳＳ（ｏｖｅｒｌａｐｐｅｄ　ＢＳＳ）で
使われて‘ビジー（ｂｕｓｙ）’の場合、ＳＴＡは、プライマリチャネルを除外した残り
のチャネルを使用することができない。したがって、ＳＴＡは、プライマリチャネルを介
してのみフレームを送信することができるため、マルチチャネルを介したフレームの送信
に対する制約を受ける。即ち、既存の無線ＬＡＮシステムにおいて、マルチチャネル割当
のために使われたプライマリチャネルルールは、ＯＢＳＳが少なくない現在無線ＬＡＮ環
境で広い帯域幅を運用して高い処理量を得ようとする時に大きい制約となることができる
。
【００３９】
　このような問題点を解決するために、本実施例ではＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ
　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）技術をサ
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ポートする無線ＬＡＮシステムが開示される。ＯＦＤＭＡ技術が使われる場合、プライマ
リチャネルルールによる制限無しでマルチチャネルを一つの端末でない複数の端末が同時
に使用することができる。したがって、広い帯域幅運用が可能で無線リソースの運用の効
率性が向上することができる。
【００４０】
　本実施例に係る無線ＬＡＮシステムで仮定される時間－周波数構造（ｔｉｍｅ－ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）は、例示的に下記の通りである。
【００４１】
　即ち、本実施例に係るＨＥ　ＰＰＤＵ（ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　ＰＰＤＵ）
は、第１の部分と第２の部分とに区分されることができ、第１の部分は、従来（ｌｅｇａ
ｃｙ）システムに関連したフィールドを含むことができ、第２の部分は、ＨＥシステムに
関連したフィールドを含むことができる。前記第２の部分は、以下で説明されるＨＥ－Ｓ
ＴＦ、ＨＥ－ＬＴＦ、Ｄａｔａフィールドを含むことができ、前記第１の部分は、Ｌ－Ｓ
ＴＦ、Ｌ－ＬＴＦ、Ｌ－ＳＩＧなどを含むことができる。
【００４２】
　この場合、ＦＦＴ（ｆａｓｔ　ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）サイズ／ＩＦＦ
Ｔ（ｉｎｖｅｒｓｅ　ｆａｓｔ　ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）サイズは、既存
の無線ＬＡＮシステムで使われたＦＦＴ／ＩＦＦＴサイズのＮ倍（Ｎは、自然数、例えば
、Ｎ＝４）に定義されることができる。即ち、ＨＥ　ＰＰＤＵの第１の部分に比べてＨＥ
　ＰＰＤＵの第２の部分に４倍サイズのＦＦＴ／ＩＦＦＴが適用されることができる。例
えば、２０ＭＨｚの帯域幅に対して２５６ＦＦＴ／ＩＦＦＴが適用され、４０ＭＨｚの帯
域幅に対して５１２ＦＦＴ／ＩＦＦＴが適用され、８０ＭＨｚの帯域幅に対して１０２４
ＦＦＴ／ＩＦＦＴが適用され、連続１６０ＭＨｚまたは不連続１６０ＭＨｚの帯域幅に対
して２０４８ＦＦＴ／ＩＦＦＴが適用されることができる。
【００４３】
　サブキャリア空間／スペーシング（ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ　ｓｐａｃｉｎｇ）は、既存
の無線ＬＡＮシステムで使われたサブキャリア空間の１／Ｎ倍（Ｎは、自然数、例えば、
Ｎ＝４の場合、７８．１２５ｋＨｚ）の大きさである。即ち、ＨＥ　ＰＰＤＵの第１の部
分は、従来のサブキャリア空間である３１２．５ｋＨｚ大きさのサブキャリア空間が適用
されることができ、ＨＥ　ＰＰＤＵの第２の部分は、従来のサブキャリア空間である７８
．１２５ｋＨｚ大きさのサブキャリア空間が適用されることができる。
【００４４】
　ＩＤＦＴ（ｉｎｖｅｒｓｅ　ｄｉｓｃｒｅｔｅ　ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ
）／ＤＦＴ（ｄｉｓｃｒｅｔｅ　ｆｏｕｒｉｅｒ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）（または、ＦＦ
Ｔ／ＩＦＦＴ）に基づいているＩＤＦＴ／ＤＦＴ長さ（または、有効シンボル長さ）は、
既存の無線ＬＡＮシステムでＩＤＦＴ／ＤＦＴ長さのＮ倍である。例えば、既存の無線Ｌ
ＡＮシステムにおいて、ＩＤＦＴ／ＤＦＴ長さが３．２μｓであり、Ｎ＝４の場合、本実
施例に係る無線ＬＡＮシステムにおいて、ＩＤＦＴ／ＤＦＴ長さは、３．２μｓ＊４（＝
１２．８μｓ）である。即ち、ＨＥ　ＰＰＤＵの第１の部分の各シンボルに対して適用さ
れるＩＤＦＴ／ＤＦＴ長さは、３．２μｓであり、ＨＥ　ＰＰＤＵの第２の部分の各シン
ボルに対して適用されるＩＤＦＴ／ＤＦＴ長さは、３．２μｓ＊４（＝１２．８μｓ）で
ある。
【００４５】
　ＯＦＤＭシンボルの長さは、ＩＤＦＴ／ＤＦＴ長さにＧＩ（ｇｕａｒｄ　ｉｎｔｅｒｖ
ａｌ）の長さを加えた値である。ＧＩの長さは、０．４μｓ、０．８μｓ、１．６μｓ、
２．４μｓ、３．２μｓのような多様な値である。
【００４６】
　本実施例に係るＯＦＤＭＡベースの方法及び装置が使われる場合、互いに異なる大きさ
で定義されたリソース割当単位が使われることができる。該当リソース割当単位は、ユニ
ット、リソースユニット、リソース単位、周波数ユニットなどの多様な名称で表現される
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ことができ、各ユニットの大きさは、副搬送波に相応するトーン（ｔｏｎｅ）単位で表現
されることができる。リソースユニットは、多様に設定されることができる。例えば、２
６、５２、５６トーンなどの多様な大きさで定義されることができる。
【００４７】
　リソースユニット（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ）は、全体帯域幅（または、可用な帯
域幅）上で全体帯域幅の両終端に位置した干渉緩和のための左側ガードトーン（ｌｅｆｔ
　ｇｕａｒｄ　ｔｏｎｅ）、右側ガードトーン（ｒｉｇｈｔ　ｇｕａｒｄ　ｔｏｎｅ）及
び全体帯域幅の中央に位置したＤＣ（ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）トーンを考慮して
割り当てられることができる。リソース単位は、ユーザ割当分離（ｕｓｅｒ　ａｌｌｏｃ
ａｔｉｏｎ　ｓｅｐａｒａｔｉｏｎ）（または、ＳＴＡ別リソース割当）、一般パイロッ
ト（ｃｏｍｍｏｎ　ｐｉｌｏｔ）、ＡＧＣ（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｇａｉｎ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）、位相トラッキング（ｐｈａｓｅ　ｔｒａｃｋｉｎｇ）などの用途として使われる
ことができるレフトオーバー（ｌｅｆｔｏｖｅｒ）トーン（または、残りのトーン（ｒｅ
ｍａｉｎｉｎｇ　ｔｏｎｅ））を考慮して割り当てられることができる。
【００４８】
　全体帯域幅上でリソースユニットの割当方法（割当個数、割当位置など）は、リソース
活用効率、全体帯域幅によるスケーラビリティ（ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ）（または、拡
張性）を考慮して設定されることができる。リソースユニットの割当方法は、あらかじめ
定義され、または多様な方法（例えば、ＰＰＤＵのＰＰＤＵヘッダに含まれるシグナルフ
ィールド（ｓｉｇｎａｌ　ｆｉｅｌｄ）に基づいているシグナリング）に基づいてシグナ
リングされることができる。
【００４９】
　また、本実施例によると、少なくとも複数のリソースユニット間の組み合わせに対応さ
れるトーンを含む仮想割当リソース単位（ｖｉｒｔｕａｌ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ）が定義され、仮想割当リソース単位に基づいているリソース割
当が実行されることができる。仮想割当リソース単位に基づいているリソース割当は、他
の表現で仮想化ということもできる。
【００５０】
　仮想割当リソース単位は、既存の無線ＬＡＮシステムのインターリーバーサイズ及びＯ
ＦＤＭヌメロロジー（ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙ）（または、トーン（ｔｏｎｅ）ヌメロロジ
ー）を再活用するためのリソース単位である。
【００５１】
　具体的に、２４２トーンが一つのＳＴＡに割り当てられる場合、既存のパイロット割当
及び既存のインターリーバーサイズが活用されることができる。具体的に、２４２トーン
のうち８トーンにパイロットトーンが割り当てられ、残りの２３４トーンに対してデータ
トーンが割り当てられることができる。２３４トーンのデータトーンに対して２３４サイ
ズのインターリーバーに基づいているインターリービングが実行されることができる。
【００５２】
　このような場合、既存の２４２トーンの割当を受けたＳＴＡと同じようにデータインタ
ーリービング手順及びパイロットトーン挿入手順が実行されることができる。即ち、物理
的に２４２トーン構造がサポートされない場合にも、一つの仮想的な２４２トーンのリソ
ース単位がＳＴＡに割り当てられることができる。このような場合、既存の２３４サイズ
のインターリーバーを活用したインターリービング手順及び既存のパイロットトーン（８
個のパイロットトーン）の挿入手順が使われることができる。このような２４２トーンの
リソース単位は、仮想割当リソース単位という用語で表現されることができる。仮想割当
リソース単位は、２４２トーンまたは２４２トーンの倍数（例えば、４８４、９６８等）
である。または、仮想割当リソース単位の大きさは、既存の無線ＬＡＮシステムで使われ
た他のインターリーバーサイズ（１０８、５２、２４等）に基づいて決定されることもで
きる。
【００５３】
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　本実施例によると、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚの帯域幅の各々に対するトー
ンヌメロロジー（ｔｏｎｅ　ｎｕｍｅｒｏｌｏｇｙ）は、下記の通りである。下記の各帯
域幅のリソース割当方法は、一つの例示に過ぎず、その他の多様な方法で各帯域幅上での
リソース割当が実行されることができる。
【００５４】
　例えば、２０ＭＨｚ帯域幅に対して左側ガードトーン（ｌｅｆｔ　ｇｕａｒｄ　ｔｏｎ
ｅ）は６トーン、ＤＣ（ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）トーンは３トーン、右側ガード
トーン（ｒｉｇｈｔ　ｇｕａｒｄ　ｔｏｎｅ）は５トーンに定義され、２個の５６トーン
のリソース単位及び５個の２６トーンのリソース単位が帯域幅上に割り当てられることが
できる。または、９個の２６トーンのリソース単位が仮想割当リソース単位として割り当
てられることができる。
【００５５】
　例えば、具体的な２０ＭＨｚの周波数帯域上の割当は、５６／２６／２６／１３／ＤＣ
／１３／２６／２６／５６または２６／２６／１３／５６／ＤＣ／５６／１３／２６／２
６である。５６は５６トーンのリソース単位を指示し、２６は２６トーンのリソース単位
を指示し、１３は２６トーンを半に分割した１３トーンのリソース単位を指示する。
【００５６】
　図２は、４０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット（ＲＵ）割当／配置の一例を示す。
【００５７】
　例えば、４０ＭＨｚ帯域幅に対して左側ガード（Ｌｅｆｔ　Ｇｕａｒｄ；ＬＧ）のトー
ンの個数は１２トーン、ＤＣトーンは５トーン、右側ガード（Ｒｉｇｈｔ　Ｇｕａｒｄ：
ＲＧ）のトーンは１１トーンに定義され、残りの４８４トーンが二つに分割されることが
できる。
【００５８】
　より具体的に、図２に示すように、左側ガード（ＬＧ）側の２４２トーンには２６トー
ンのリソースユニット（ＲＵ）が配置され、または５２（＝２＊２６）トーンのリソース
ユニットが配置され、または１０８（＝４＊２６）トーンのリソースユニットが配置され
ることができ、それらは、多様な個数で組み合わせわせることができる。また、図２に示
すように、右側ガード（ＲＧ）側の２４２トーンにも多様な組み合わせの２６－ＲＵ、５
２－ＲＵ、１０８－ＲＵが配置されることができる。また、２４２－ＲＵを配置すること
も可能である。
【００５９】
　図３は、８０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット（ＲＵ）割当／配置の一例を示す。
【００６０】
　例えば、８０ＭＨｚ帯域幅に対して左側ガード（Ｌｅｆｔ　Ｇｕａｒｄ；ＬＧ）のトー
ンの個数は１２トーン、ＤＣトーンは７トーン、右側ガード（Ｒｉｇｈｔ　Ｇｕａｒｄ：
ＲＧ）トーンは１１トーンに定義され、残りの９９４トーンはＤＣトーンを中心にして二
つに分割されることができる。
【００６１】
　より具体的に、図３に示すように、左側ガード（ＬＧ）側に２４２チャンクが２個配置
されて、各々の２４２チャンクは２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０８－ＲＵが多様な方式に
配置されることができる。これは右側ガード（ＲＧ）側も同様である。ＤＣトーンを中心
にして左側と右側のＲＵ配置は同じてもよく、異なってもよい。
【００６２】
　以下、２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニットの割当及びそれによるレフトオーバー（
ｌｅｆｔｏｖｅｒ）トーンの配置に対して説明する。
【００６３】
　以下で説明する２０ＭＨｚ帯域幅の一例に対しては、左側ガード（ＬＧ）のトーンの個
数が６個、右側ガードのトーンの個数が５個、ＤＣトーンの個数は３個である。以下で説
明する２０ＭＨｚ帯域幅のリソース配置は、４０ＭＨｚや８０ＭＨｚ帯域幅の場合と同様
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に、ＯＦＤＭＡ　ＰＰＤＵに適用可能である。また、以下で説明する一例は、２０ＭＨｚ
帯域幅でＤＣトーンを中心にして左右各々に存在する２４２チャックトーンを２６－ＲＵ
、５２－ＲＵ、１０６－ＲＵ（または、１０７－ＲＵ）に割り当てる場合に発生するレフ
トオーバートーンを配置する技法を提示する。具体的に、割り当てられるＲＵの大きさに
よって、８個、４個または２個のレフトオーバートーンが生成され、これを効果的に配置
する技法を提案する。
【００６４】
　図４は、本実施例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバート
ーンの割当方法を示す。
【００６５】
　図示されたように、図４の一例は、既設定帯域４８０を介してＰＰＤＵを送信する技法
に関連する。既設定帯域４８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。既設定帯域４
８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域４１０、４２０、４３０、４４０、４
５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域４１０は、左側ガード帯域４６０にも連続し、
前記第５の周波数帯域４５０は、右側ガード帯域４７０にも連続する。
【００６６】
　図４の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０６－ＲＵを使用する一例を開示するが、
各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的である。図４の
３種類のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【００６７】
　図４の一例によると、第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ）や第２の
タイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が左側ガード帯域４６０に連続する第１
の周波数帯域４１０に含まれる場合、前記第１の周波数帯域４１０の最左側（ｌｅｆｔｍ
ｏｓｔ）サブキャリア４１５は、１個のヌルサブキャリアで構成されることが好ましい。
これは互いに異なるバンド（即ち、既設定帯域４８０以外の帯域）からのエイリアシング
（ａｌｉａｓｉｎｇ）による干渉（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）を緩和（ｍｉｔｉｇａｔ
ｉｏｎ）するための技法である。ただし、第３のタイプのリソースユニット（即ち、１０
６－ＲＵ）が第１の周波数帯域４１０及び第２の周波数帯域４２０にわたって割り当てら
れる場合、第１／第２の周波数帯域４１０、４２０にはヌルサブキャリアが含まれないこ
とが好ましい。第３のタイプのリソースユニットは、相対的に複数の搬送波を含むため、
他のバンドからの干渉が発生しても、データ復元可能性が高いため、ヌルサブキャリアの
存在によるオーバーヘッドを考慮して第３のタイプのリソースユニット（即ち、１０６－
ＲＵ）が含まれる場合には、前記第１の周波数帯域４１０の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）
ヌルサブキャリア４１５及び第２の周波数帯域４２０の最左側ヌルサブキャリア４２５が
省略されることが好ましい。
【００６８】
　一方、第１の周波数帯域４１０には、第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－
ＲＵ）が最大２個まで含まれることができ、もし、第２のタイプのリソースユニット（即
ち、５２－ＲＵ）が含まれる場合には１個のＲＵが含まれることができる。第１の周波数
帯域４１０内に２個の第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ）が含まれる
場合、２個のリソースユニット間にはヌルサブキャリアが省略される。該当位置にヌルサ
ブキャリアが挿入される場合、第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）と
の整列（ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）に問題があり、過度なヌルサブキャリア挿入によるオーバ
ーヘッドの増加を防止するためである。このような特徴は、以下で説明する第２、第４、
第５の周波数帯域４２０、４４０、４５０にも共通に適用される。
【００６９】
　図４の一例によると、第１の周波数帯域４１０と第２の周波数帯域４２０との間には１
個のヌルサブキャリアが含まれることができる。具体的に、第２の周波数帯域４２０に第
１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ）が含まれ、または第２のタイプのリ
ソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が含まれる場合には、第２の周波数帯域の最左側（
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ｌｅｆｔｍｏｓｔ）ヌルサブキャリア４２５が挿入されることが好ましい。
【００７０】
　第２の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）ヌルサブキャリア４２５は、第１また
は第２のタイプのリソースユニットが互いに異なるユーザ（ｕｓｅｒ）に割り当てられる
場合、ユーザ間で発生する干渉を減少させることができるため、ＵＬ－ＯＦＤＭＡなどが
使われる場合で効果が発生できる。このような、第２の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍ
ｏｓｔ）ヌルサブキャリア４２５は、もし、第１及び第２の周波数帯域４１０、４２０に
わたって第３のタイプのリソースユニット（即ち、１０６－ＲＵ）が挿入される場合には
省略されることが好ましい。
【００７１】
　一方、中心周波数帯域に該当する第３の周波数帯域４３０は、ＤＣトーン（例えば、３
個のトーン）と共に追加的な４個のレフトオーバートーンをその中心部に含むことがより
好ましい。また、第３の周波数帯域４３０の左側部４３７と右側部４３８には、第１のタ
イプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ）が配置されることが好ましい。即ち、第３
の周波数帯域４３０には第１のタイプのリソースユニット（２６－ＲＵ）のみが割り当て
られ、第２のタイプまたは第３のタイプのリソースユニットは割り当てられないことが好
ましい。一方、図示されたように、第３の周波数帯域４３０の左側部４３７と右側部４３
８の各々は、１３個のサブキャリアを含むことが好ましい。
【００７２】
　図４の一例は、ＤＣトーン（例えば、３個のトーン）周辺にレフトオーバートーンを追
加で配置し、足りないＤＣトーンの個数を補充し、第３の周波数帯域４３０を構成する過
程で発生する干渉またはエラーリーケージ（ｅｒｒｏｒ　ｌｅａｋａｇｅ）の影響を緩和
させることができる。図４の一例は、３個のＤＣトーン周辺に４個のレフトオーバートー
ンが含まれる方式に説明されている。しかし、３個のＤＣトーンと４個のレフトオーバー
トーンを全てＤＣトーンで表示することで、第３の周波数帯域４３０に７個のＤＣトーン
４３５が含まれると表示することも可能である。
【００７３】
　第４の周波数帯域４４０と第５の周波数帯域４５０との間には１個のヌルサブキャリア
が含まれることができる場合がある。具体的に、第４の周波数帯域４４０に第１のタイプ
のリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ）が含まれ、または第２のタイプのリソースユニ
ット（即ち、５２－ＲＵ）が含まれる場合には、第４の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔ
ｍｏｓｔ）ヌルサブキャリア４４５が挿入されることが好ましい。
【００７４】
　また、第５の周波数帯域４５０と右側ガード帯域４７０との間には１個のヌルサブキャ
リアが含まれることができる場合がある。具体的に、第５の周波数帯域４５０に第１のタ
イプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ）が含まれ、または第２のタイプのリソース
ユニット（即ち、５２－ＲＵ）が含まれる場合には、第５の周波数帯域の最右側（ｒｉｇ
ｈｔｍｏｓｔ）ヌルサブキャリア４５５が挿入されることが好ましい。
【００７５】
　一方、第３のタイプのリソースユニット（即ち、１０６－ＲＵ）が第４の周波数帯域４
４０及び第５の周波数帯域４５０にわたって割り当てられる場合、第４／第５の周波数帯
域４４０、４５０にはヌルサブキャリアが含まれないことが好ましい。第３のタイプのリ
ソースユニットは、相対的に複数の搬送波を含むため、他のバンドからの干渉が発生して
も、データ復元可能性が高いため、ヌルサブキャリアの存在によるオーバーヘッドを考慮
し、第３のタイプのリソースユニット（即ち、１０６－ＲＵ）が含まれる場合には前記第
４の周波数帯域４４０の最右側ヌルサブキャリア４４５及び前記第５の周波数帯域４５０
の最右側ヌルサブキャリア４５５が省略されることが好ましい。
【００７６】
　一方、図４の第１の周波数帯域４１０は、１個のヌルサブキャリア４１５と２個の第１
のタイプのリソースユニット（または、１個の第２のタイプのリソースユニット）に対応
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する帯域であり、第１、第２、第４、第５の周波数帯域４１０、４２０、４４０、４５０
の大きさは、互いに同じである。
【００７７】
　図４の一例は、点線で表示されたように、各リソースユニットが周波数軸上に整列（ａ
ｌｉｇｎｍｅｎｔ）されているため、互いに異なる大きさのリソースユニットが組み合わ
せて割り当てられる場合、複数のユーザに動的に割り当てるのに有利であるという効果が
ある。また、前述したように、複数のレフトオーバートーンを適切に挿入して関連した干
渉を低くする効果がある。
【００７８】
　図５は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバ
ートーンの割当方法を示す。
【００７９】
　図５の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省略
し、図４との相違点を中心にして説明する。
【００８０】
　図５の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０７－ＲＵを使用する一例を開示するが、
各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種類
のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【００８１】
　図４の一例と同様に、既設定帯域５８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。既
設定帯域５８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域５１０、５２０、５３０、
５４０、５５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域５１０は、左側ガード帯域５６０に
も連続し、前記第５の周波数帯域５５０は、右側ガード帯域５７０にも連続する。
【００８２】
　図５の一例によると、第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ）や第２の
タイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が左側ガード帯域５６０に連続する第１
の周波数帯域５１０に含まれる場合、前記第１の周波数帯域５１０の最左側（ｌｅｆｔｍ
ｏｓｔ）サブキャリア５１５は、ヌルサブキャリアで構成されることが好ましい。図５の
一例で含まれる最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）ヌルサブキャリア５１５は、３個のヌルサブ
キャリアであることが好ましい。
【００８３】
　それに対し、第３のタイプのリソースユニット（即ち、１０７－ＲＵ）が第１の周波数
帯域５１０及び第２の周波数帯域５２０にわたって割り当てられる場合、第１／第２の周
波数帯域５１０、５２０にはヌルサブキャリアが含まれないことが好ましい。一方、図４
の一例とは違って、第２の周波数帯域５２０及び第４の周波数帯域５４０にはどのような
場合もヌルサブキャリアが含まれない。
【００８４】
　このような第１／第２の周波数帯域５１０、５２０の特徴は、第４／第５の周波数帯域
５４０、５５０に含まれる最右側ヌルサブキャリアにも同じように適用される。
【００８５】
　第３の周波数帯域５３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートーン
を配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造は
同じであるが、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数は２個に決まることができ
る。
【００８６】
　図６は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバ
ートーンの割当方法を示す。
【００８７】
　図６の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省略
し、図４との相違点を中心にして説明する。
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【００８８】
　図６の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０７－ＲＵを使用する一例を開示するが、
各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種類
のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【００８９】
　図４の一例と同様に、既設定帯域６８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。既
設定帯域６８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域６１０、６２０、６３０、
６４０、６５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域６１０は、左側ガード帯域６６０に
も連続し、前記第５の周波数帯域６５０は、右側ガード帯域６７０にも連続する。
【００９０】
　図６の一例によると、第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ）や第２の
タイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が左側ガード帯域６６０に連続する第１
の周波数帯域６１０に含まれる場合、前記第１の周波数帯域６１０の最左側（ｌｅｆｔｍ
ｏｓｔ）サブキャリア６１５は、ヌルサブキャリアで構成されることが好ましい。図６の
一例で含まれる最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）ヌルサブキャリア６１５は、２個のヌルサブ
キャリアであることが好ましい。
【００９１】
　それに対し、第３のタイプのリソースユニット（即ち、１０７－ＲＵ）が第１の周波数
帯域６１０及び第２の周波数帯域６２０にわたって割り当てられる場合、第１／第２の周
波数帯域６１０、６２０にはヌルサブキャリアが含まれないことが好ましい。
【００９２】
　一方、第２の周波数帯域６２０に第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ
）や第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が割り当てられると、第２の
周波数帯域６２０の最左側サブキャリア６２５は、ヌルサブキャリアに設定されることが
好ましい。この場合、１個のヌルサブキャリアが含まれることができる。
【００９３】
　このような第１／第２の周波数帯域６１０、６２０の特徴は、第４／第５の周波数帯域
６４０、６５０に含まれる最右側ヌルサブキャリアにも同じように適用される。
【００９４】
　第３の周波数帯域６３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートーン
を配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造は
同じであるが、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数は２個に決まることができ
る。
【００９５】
　図７は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバ
ートーンの割当方法を示す。
【００９６】
　図７の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省略
し、図４との相違点を中心にして説明する。
【００９７】
　図７の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０７－ＲＵを使用する一例を開示するが、
各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種類
のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【００９８】
　図４の一例と同様に、既設定帯域７８０は、２０ＭＨｚに対応させることができる。既
設定帯域７８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域７１０、７２０、７３０、
７４０、７５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域７１０は、左側ガード帯域７６０に
も連続し、前記第５の周波数帯域７５０は、右側ガード帯域７７０にも連続する。
【００９９】
　図７の一例によると、第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ）や第２の
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タイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が第１の周波数帯域７１０に含まれる場
合、前記第１の周波数帯域７１０の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキャリア７１５は、
ヌルサブキャリアで構成されることが好ましい。図７の一例で含まれる最左側（ｌｅｆｔ
ｍｏｓｔ）ヌルサブキャリア７１５は、１個のヌルサブキャリアであることが好ましい。
【０１００】
　それに対し、第３のタイプのリソースユニット（即ち、１０７－ＲＵ）が第１の周波数
帯域７１０及び第２の周波数帯域７２０にわたって割り当てられる場合、第１／第２の周
波数帯域７１０、７２０にはヌルサブキャリアが含まれないことが好ましい。
【０１０１】
　一方、第２の周波数帯域７２０に第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ
）や第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が割り当てられると、第２の
周波数帯域７２０の最左側サブキャリア７２５は、ヌルサブキャリアに設定されることが
好ましい。この場合、２個のヌルサブキャリアが含まれることができる。
【０１０２】
　このような第１／第２の周波数帯域７１０、７２０の特徴は、第４／第５の周波数帯域
７４０、７５０に含まれる最右側ヌルサブキャリアにも同じように適用される。
【０１０３】
　第３の周波数帯域７３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートーン
を配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造は
同じであるが、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数は２個に決まることができ
る。
【０１０４】
　図８は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバ
ートーンの割当方法を示す。
【０１０５】
　図８の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省略
し、図４との相違点を中心にして説明する。
【０１０６】
　図８の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０７－ＲＵを使用する一例を開示するが、
各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種類
のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【０１０７】
　図４の一例と同様に、既設定帯域８８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。既
設定帯域８８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域８１０、８２０、８３０、
８４０、８５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域８１０は、左側ガード帯域８６０に
も連続し、前記第５の周波数帯域８５０は、右側ガード帯域８７０にも連続する。
【０１０８】
　図８の一例によると、第１の周波数帯域８１０にはヌルサブキャリアが含まれない。
【０１０９】
　一方、第２の周波数帯域８２０に第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ
）や第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が割り当てられると、第２の
周波数帯域８２０の最左側サブキャリア８２５は、ヌルサブキャリアに設定されることが
好ましい。この場合、３個のヌルサブキャリアが含まれることができる。
【０１１０】
　このような第１／第２の周波数帯域８１０、８２０の特徴は、第４／第５の周波数帯域
８４０、８５０に含まれる最右側ヌルサブキャリアにも同じように適用される。
【０１１１】
　第３の周波数帯域８３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートーン
を配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造は
同じであるが、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数は２個に決まることができ
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る。
【０１１２】
　図９は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオーバ
ートーンの割当方法を示す。
【０１１３】
　図９の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省略
し、図４との相違点を中心にして説明する。
【０１１４】
　図９の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０６－ＲＵを使用する一例を開示するが、
各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種類
のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【０１１５】
　図４の一例と同様に、既設定帯域９８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。既
設定帯域９８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域９１０、９２０、９３０、
９４０、９５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域９１０は、左側ガード帯域９６０に
も連続し、前記第５の周波数帯域９５０は、右側ガード帯域９７０にも連続する。
【０１１６】
　一方、第１の周波数帯域９１０に第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－ＲＵ
）や第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が割り当てられると、第１の
周波数帯域９１０の最左側サブキャリア９１５は、ヌルサブキャリアに設定されることが
好ましい。この場合、２個のヌルサブキャリアが含まれることができる。
【０１１７】
　図９の一例によると、第２の周波数帯域９２０にはヌルサブキャリアが含まれない。
【０１１８】
　このような第１／第２の周波数帯域９１０、９２０の特徴は、第４／第５の周波数帯域
９４０、９５０に含まれる最右側ヌルサブキャリアにも同じように適用される。
【０１１９】
　第３の周波数帯域９３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートーン
を配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造も
同じであり、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数も同じように４個に決めるこ
とができる。
【０１２０】
　図１０は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオー
バートーンの割当方法を示す。
【０１２１】
　図１０の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省
略し、図４との相違点を中心にして説明する。
【０１２２】
　図１０の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０６－ＲＵを使用する一例を開示するが
、各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種
類のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【０１２３】
　図４の一例と同様に、既設定帯域１０８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。
既設定帯域１０８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域１０１０、１０２０、
１０３０、１０４０、１０５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域１０１０は、左側ガ
ード帯域１０６０にも連続し、前記第５の周波数帯域１０５０は、右側ガード帯域１０７
０にも連続する。
【０１２４】
　図１０の一例によると、第１の周波数帯域１０１０にはヌルサブキャリアが含まれない
。一方、第２の周波数帯域１０２０に第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－Ｒ
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Ｕ）や第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が割り当てられると、第２
の周波数帯域１０２０の最左側サブキャリア１０２５は、ヌルサブキャリアに設定される
ことが好ましい。この場合、２個のヌルサブキャリアが含まれることができる。
【０１２５】
　このような第１／第２の周波数帯域１０１０、１０２０の特徴は、第４／第５の周波数
帯域１０４０、１０５０に含まれる最右側ヌルサブキャリアにも同じように適用される。
【０１２６】
　第３の周波数帯域１０３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートー
ンを配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造
も同じであり、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数も同じように４個に決める
ことができる。
【０１２７】
　図１１は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオー
バートーンの割当方法を示す。
【０１２８】
　図１１の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省
略し、図４との相違点を中心にして説明する。
【０１２９】
　図１１の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０７－ＲＵを使用する一例を開示するが
、各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種
類のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【０１３０】
　図４の一例と同様に、既設定帯域１１８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。
既設定帯域１１８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域１１１０、１１２０、
１１３０、１１４０、１１５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域１１１０は、左側ガ
ード帯域１１６０にも連続し、前記第５の周波数帯域１１５０は、右側ガード帯域１１７
０にも連続する。
【０１３１】
　図１１の一例によると、第１の周波数帯域１１１０に第１のタイプのリソースユニット
（即ち、２６－ＲＵ）が割り当てられる場合、図示されたように、２個の２６－ＲＵ間に
１個のヌルサブキャリア１１１１が割り当てられることができる。また、第１の周波数帯
域１１１０に第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が割り当てられる場
合、図示されたように、最右側サブキャリアが１個のヌルサブキャリア１１１２に割り当
てられることができる。
【０１３２】
　また、第２の周波数帯域１１２０に第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－Ｒ
Ｕ）が割り当てられる場合、図示されたように、各２６－ＲＵの左側に１個ずつのヌルサ
ブキャリア１１２１が割り当てられることができる。また、第２の周波数帯域１１２０に
第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が割り当てられる場合、図示され
たように、最左側サブキャリアが２個のヌルサブキャリア１１２２に割り当てられること
ができる。
【０１３３】
　このような第１／第２の周波数帯域１１１０、１１２０の特徴は、第４／第５の周波数
帯域１１４０、１１５０に含まれるヌルサブキャリア１１４１、１１４２、１１５１、１
１５２にも同じように適用される。
【０１３４】
　第３の周波数帯域１１３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートー
ンを配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造
も同じであるが、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数は２個に設定されること
ができる。
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【０１３５】
　図１２は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオー
バートーンの割当方法を示す。
【０１３６】
　図１２の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省
略し、図４との相違点を中心にして説明する。
【０１３７】
　図１２の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０７－ＲＵを使用する一例を開示するが
、各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種
類のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【０１３８】
　図４の一例と同様に、既設定帯域１２８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。
既設定帯域１２８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域１２１０、１２２０、
１２３０、１２４０、１２５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域１２１０は、左側ガ
ード帯域１２６０にも連続し、前記第５の周波数帯域１２５０は、右側ガード帯域１２７
０にも連続する。
【０１３９】
　図１２の一例によると、第１の周波数帯域１２１０に第１のタイプのリソースユニット
（即ち、２６－ＲＵ）が割り当てられる場合、図示されたように、２個の２６－ＲＵ間に
１個のヌルサブキャリア１２１１が割り当てられることができる。また、第１の周波数帯
域１２１０に第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が割り当てられる場
合、図示されたように、最右側サブキャリアが１個のヌルサブキャリア１２１２に割り当
てられることができる。
【０１４０】
　また、第２の周波数帯域１２２０に第１のタイプのリソースユニット（即ち、２６－Ｒ
Ｕ）が割り当てられる場合、図示されたように、各２６－ＲＵの左側に１個ずつのヌルサ
ブキャリア１２２１が割り当てられることができる。また、第２の周波数帯域１２２０に
第２のタイプのリソースユニット（即ち、５２－ＲＵ）が割り当てられる場合、図示され
たように、両終端のサブキャリアがヌルサブキャリア１２２２に割り当てられることがで
きる。
【０１４１】
　このような第１／第２の周波数帯域１２１０、１２２０の特徴は、第４／第５の周波数
帯域１２４０、１２５０に含まれるヌルサブキャリア１２４１、１２４２、１２５１、１
２５２にも同じように適用される。
【０１４２】
　第３の周波数帯域１２３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートー
ンを配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造
も同じであるが、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数は２個に設定されること
ができる。
【０１４３】
　図１３は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオー
バートーンの割当方法を示す。
【０１４４】
　図１３の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省
略し、図４との相違点を中心にして説明する。
【０１４５】
　図１３の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０７－ＲＵを使用する一例を開示するが
、各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種
類のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【０１４６】
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　図４の一例と同様に、既設定帯域１３８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。
既設定帯域１３８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域１３１０、１３２０、
１３３０、１３４０、１３５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域１３１０は、左側ガ
ード帯域１３６０にも連続し、前記第５の周波数帯域１３５０は、右側ガード帯域１３７
０にも連続する。
【０１４７】
　図１３の一例によると、第１の周波数帯域１３１０に第１または第２のタイプのリソー
スユニット（ＲＵ）が含まれる場合にのみ、最右側サブキャリアは、１個のヌルサブキャ
リア１３１５に割り当てられることができる。また、第２の周波数帯域１３２０に第１ま
たは第２のタイプのリソースユニット（ＲＵ）が含まれる場合にのみ、最左側サブキャリ
アと最右側サブキャリアの各々に１個のヌルサブキャリア１３２５が割り当てられること
ができる。
【０１４８】
　このような第１／第２の周波数帯域１３１０、１３２０の特徴は、第４／第５の周波数
帯域１３４０、１３５０に含まれるヌルサブキャリア１３４５、１３５５にも同じように
適用される。
【０１４９】
　第３の周波数帯域１３３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートー
ンを配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造
も同じであるが、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数は２個に設定されること
ができる。
【０１５０】
　図１４は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオー
バートーンの割当方法を示す。
【０１５１】
　図１４の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省
略し、図４との相違点を中心にして説明する。
【０１５２】
　図１４の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０６－ＲＵを使用する一例を開示するが
、各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種
類のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【０１５３】
　図４の一例と同様に、既設定帯域１４８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。
既設定帯域１３８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域１４１０、１４２０、
１４３０、１４４０、１４５０を含む。一方、前記第１の周波数帯域１４１０は、左側ガ
ード帯域１４６０にも連続し、前記第５の周波数帯域１４５０は、右側ガード帯域１４７
０にも連続する。
【０１５４】
　図１４の一例によると、第１の周波数帯域１４１０に第１または第２のタイプのリソー
スユニット（ＲＵ）が含まれる場合にのみ、最右側サブキャリアは、１個のヌルサブキャ
リア１４１５に割り当てられることができる。また、第２の周波数帯域１４２０に第１ま
たは第２のタイプのリソースユニット（ＲＵ）が含まれる場合にのみ、最左側サブキャリ
アに１個のヌルサブキャリア１４２１が割り当てられ、最右側サブキャリアに１個のヌル
サブキャリア１４２２が割り当てられることができる。もし、第１の周波数帯域１４１０
及び第２の周波数帯域１４２０を含む帯域に第３のタイプのリソースユニット（即ち、１
０６－ＲＵ）が含まれる場合、最右側サブキャリアに１個のヌルサブキャリア１４２２が
割り当てられることができる。
【０１５５】
　このような第１／第２の周波数帯域１４１０、１４２０の特徴は、第４／第５の周波数
帯域１４４０、１４５０に含まれるヌルサブキャリアにも同じように適用される。
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【０１５６】
　第３の周波数帯域１４３０の場合、ＤＣトーン（３トーン）周辺にレフトオーバートー
ンを配置することは同じであり、各々１３トーンに不連続に配置される２６－ＲＵの構造
も同じであるが、ＤＣトーン周辺のレフトオーバートーンの個数は２個に設定されること
ができる。
【０１５７】
　図１５は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及びレフトオー
バートーンの割当方法を示す。
【０１５８】
　図１５の主要特徴は、図４の主要特徴と同じであるため、同じ内容に対しては説明を省
略し、図４との相違点を中心にして説明する。
【０１５９】
　図１５の一例は、２６－ＲＵ、５２－ＲＵ、１０７－ＲＵを使用する一例を開示するが
、各ＲＵの大きさ（即ち、含まれるトーン／サブキャリアの個数）は可変的であり、３種
類のＲＵは、第１乃至第３のタイプのリソースユニット（ＲＵ）で表現できる。
【０１６０】
　図４の一例と同様に、既設定帯域１５８０は、２０ＭＨｚに対応されることができる。
既設定帯域１３８０は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域１５１０、１５２０、
１５３０、１５４０、１５５０を含む。
【０１６１】
　図１５の一例によると、第１の周波数帯域１５１０に第１または第２のタイプのリソー
スユニット（ＲＵ）が含まれる場合にのみ、図示された位置に１個のヌルサブキャリア１
５１１、１５１２を含む。また、第２の周波数帯域１５２０に第１または第２のタイプの
リソースユニット（ＲＵ）が含まれる場合にのみ、図示されたようなヌルサブキャリア１
５２５を含む。
【０１６２】
　このような第１／第２の周波数帯域１５１０、１５２０の特徴は、第４／第５の周波数
帯域１５４０、１５５０に含まれるヌルサブキャリアにも同じように適用される。一方、
第３の周波数帯域１５３０の場合、図５の第３の周波数帯域５３０の構造に対応される。
【０１６３】
　図１６及び図１７は、追加的な一例に係る２０ＭＨｚ帯域幅でのリソースユニット及び
レフトオーバートーンの割当方法を示す。
【０１６４】
　図１６は、図１５の一例と比較すると、２６－ＲＵ間のヌルサブキャリア位置が異なり
、その他の特徴は、全て同じである。図１７も図１５または図１６の一例と比較すると、
２６－ＲＵ間のヌルサブキャリア位置が異なり、その他の特徴は、全て同じである。
【０１６５】
　図１８は、本実施例に使われることができるＤＬ／ＵＬ　ＰＰＤＵフォーマットを示す
ブロック図である。
【０１６６】
　図１８では、本実施例に係るＡＰまたはｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡによりＯＦＤＭＡに基づ
いて送信されるＰＰＤＵフォーマットが開示される。
【０１６７】
　図１８を参照すると、ＭＵ　ＰＰＤＵのＰＰＤＵヘッダは、Ｌ－ＳＴＦ（ｌｅｇａｃｙ
－ｓｈｏｒｔ　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）、Ｌ－ＬＴＦ（ｌｅｇａｃｙ－ｌｏｎｇ
　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）、Ｌ－ＳＩＧ（ｌｅｇａｃｙ－ｓｉｇｎａｌ）、ＨＥ
－ＳＩＧ　Ａ（ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ－ｓｉｇｎａｌ　Ａ）、ＨＥ－ＳＩＧ　
Ｂ（ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ－ｓｉｇｎａｌ－Ｂ）、ＨＥ－ＳＴＦ（ｈｉｇｈ　
ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ－ｓｈｏｒｔ　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）、ＨＥ－ＬＴＦ（
ｈｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ－ｌｏｎｇ　ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）、データ
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フィールド（または、ＭＡＣペイロード）を含むことができる。ＰＨＹヘッダにおいて、
Ｌ－ＳＩＧまではレガシ部分（ｌｅｇａｃｙ　ｐａｒｔ）と、Ｌ－ＳＩＧ以後のＨＥ（ｈ
ｉｇｈ　ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）部分（ＨＥ　ｐａｒｔ）と、に区分されることができる
。
【０１６８】
　Ｌ－ＳＴＦ１８００は、短いトレーニングＯＦＤＭシンボル（ｓｈｏｒｔ　ｔｒａｉｎ
ｉｎｇ　ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅｘｉｎｇ　ｓｙｍｂｏｌ）を含むことができる。Ｌ－ＳＴＦ１８００は、フレーム探
知（ｆｒａｍｅ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）、ＡＧＣ（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｇａｉｎ　ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）、ダイバーシティ探知（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）、コー
ス周波数／時間同期化（ｃｏａｒｓｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ／ｔｉｍｅ　ｓｙｎｃｈｒｏ
ｎｉｚａｔｉｏｎ）のために使われることができる。
【０１６９】
　Ｌ－ＬＴＦ１８１０は、長いトレーニングＯＦＤＭシンボル（ｌｏｎｇ　ｔｒａｉｎｉ
ｎｇ　ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅｘｉｎｇ　ｓｙｍｂｏｌ）を含むことができる。Ｌ－ＬＴＦ１８１０は、ファイン周波
数／時間同期化（ｆｉｎｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ／ｔｉｍｅ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔ
ｉｏｎ）及びチャネル予測のために使われることができる。
【０１７０】
　Ｌ－ＳＩＧ１８２０は、制御情報を送信するために使われることができる。Ｌ－ＳＩＧ
１８２０は、データ送信率（ｒａｔｅ）、データ長さ（ｌｅｎｇｔｈ）に対する情報を含
むことができる。また、Ｌ－ＳＩＧ１８２０は、繰り返して送信されることができる。即
ち、Ｌ－ＳＩＧ１８２０が繰り返されるフォーマット（例えば、Ｒ－ＬＳＩＧとも呼ばれ
る）で構成されることができる。
【０１７１】
　ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１８３０は、ＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵを受信するＳＴＡを指示するため
の情報を含むことができる。例えば、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１８３０は、ＰＰＤＵを受信する
特定ＳＴＡ（または、ＡＰ）の識別子、特定ＳＴＡのグループを指示するための情報を含
むことができる。例えば、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１８３０がＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵのために使
われる場合、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡのＤＬ　ＭＵ　ＰＰＤＵの受信のためのリソース割当
情報も含むことができる。
【０１７２】
　また、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１８３０は、ＢＳＳ識別情報のためのカラービット（ｃｏｌｏ
ｒ　ｂｉｔｓ）情報、帯域幅（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）情報、テールビット（ｔａｉｌ　ｂ
ｉｔ）、ＣＲＣビット、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０に対するＭＣＳ（ｍｏｄｕｌａｔｉｏ
ｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ）情報、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０のためのシ
ンボル個数情報、ＣＰ（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）（または、ＧＩ（ｇｕａｒｄ　ｉ
ｎｔｅｒｖａｌ））長さ情報を含むこともできる。
【０１７３】
　ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０は、ＰＳＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｓｅｒｖｉ
ｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）の長さＭＣＳに対する情報及びテールビットなどを含むこと
ができる。また、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０は、ＰＰＤＵを受信するＳＴＡに対する情報
、ＯＦＤＭＡベースのリソース割当（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ）情報（
または、ＭＵ－ＭＩＭＯ情報）を含むこともできる。ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０にＯＦＤ
ＭＡベースのリソース割当情報（または、ＭＵ－ＭＩＭＯ関連情報）が含まれる場合、Ｈ
Ｅ－ＳＩＧ　Ａ１８３０にはリソース割当情報が含まれないこともある。
【０１７４】
　ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１８５０またはＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８６０は、少なくとも一つの受信
ＳＴＡに対するリソース割当情報（または、仮想リソース割当情報）を含むことができる
。
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【０１７５】
　ＭＵ　ＰＰＤＵ上でＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０の以前フィールドは、図示されたように
デュプリケートされた形態で送信されることができる。ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０の場合
、一部の周波数帯域（例えば、第４の周波数帯域）で送信されるＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４
０は、該当周波数帯域（即ち、第４の周波数帯域）のデータフィールド及び該当周波数帯
域を除外した他の周波数帯域（例えば、第２の周波数帯域）のデータフィールドのための
制御情報も含むことができる。また、特定周波数帯域（例えば、第２の周波数帯域）のＨ
Ｅ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０は、他の周波数帯域（例えば、第４の周波数帯域）のＨＥ－ＳＩ
Ｇ　Ｂ１８４０をデュプリケートしたフォーマットである。または、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１
８４０は、全体送信リソース上でエンコーディングされた形態で送信されることができる
。ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０以後のフィールドは、ＰＰＤＵを受信する受信ＳＴＡの各々
のための個別情報を含むことができる。
【０１７６】
　ＨＥ－ＳＴＦ１８５０は、ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　ｏｕｔｐｕｔ）環境またはＯＦＤＭＡ環境で自動利得制御推定（ａｕｔｏｍａｔｉｃ
　ｇａｉｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｓｔｉｍａｔｉｏｎ）を向上させるために使われること
ができる。
【０１７７】
　ＨＥ－ＬＴＦ１８６０は、ＭＩＭＯ環境またはＯＦＤＭＡ環境でチャネルを推定するた
めに使われることができる。
【０１７８】
　ＨＥ－ＳＴＦ１８５０及びＨＥ－ＳＴＦ１８５０以後のフィールドに適用されるＦＦＴ
／ＩＦＦＴの大きさとＨＥ－ＳＴＦ１８５０以前のフィールドに適用されるＦＦＴ／ＩＦ
ＦＴの大きさは、互いに異なる。例えば、ＨＥ－ＳＴＦ１８５０及びＨＥ－ＳＴＦ１８５
０以後のフィールドに適用されるＦＦＴ／ＩＦＦＴの大きさは、ＨＥ－ＳＴＦ１８５０以
前のフィールドに適用されるＩＦＦＴの大きさより４倍大きい。
【０１７９】
　他の表現としては、図１８のＰＰＤＵ上のＬ－ＳＴＦ１８００、Ｌ－ＬＴＦ１８１０、
Ｌ－ＳＩＧ１８２０、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１８３０、ＨＥ－ＳＩＧ　Ｂ１８４０のうち少な
くともいずれか一つのフィールドを制御フィールドという場合、前記制御フィールドに適
用されるサブキャリア周波数スペーシング（Ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
　ｓｐａｃｉｎｇ）は、データフィールド１８７０（または、ＨＥ－ＳＴＦ、ＨＥ－ＬＴ
Ｆフィールド）に適用されるサブキャリア周波数スペーシングに比べて４倍大きいと表現
できる。または、前記制御フィールドの各シンボルに適用されるＩＤＦＴ／ＤＦＴ区間（
ＩＤＦＴ／ＤＦＴ　ｐｅｒｉｏｄ）は、前記データフィールドの各データシンボルに適用
されるＩＤＦＴ／ＤＦＴ区間に比べて１／４倍短いと表現できる。具体的に、前記制御フ
ィールドに適用されるサブキャリア周波数スペーシング（Ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｓｐａｃｉｎｇ）は、３１２．５ｋＨｚであり、前記データフィールド１
８７０（または、ＨＥ－ＳＴＦ、ＨＥ－ＬＴＦフィールド）の各シンボルに適用されるサ
ブキャリア周波数スペーシングは、７８．１２５ｋＨｚであり、前記制御フィールドに適
用されるＩＤＦＴ／ＤＦＴ長さは、３．２μｓであり、前記データフィールド１８７０（
または、ＨＥ－ＳＴＦ、ＨＥ－ＬＴＦフィールド）のシンボルに適用されるＩＤＦＴ／Ｄ
ＦＴ長さは、１２．８μｓであると表現されることができる。
【０１８０】
　ＳＴＡは、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１８３０を受信し、ＨＥ－ＳＩＧ　Ａ１８３０に基づいて
ダウンリンクＰＰＤＵの受信指示を受けることができる。このような場合、ＳＴＡは、Ｈ
Ｅ－ＳＴＦ１８５０及びＨＥ－ＳＴＦ１８５０以後フィールドから変更されたＦＦＴサイ
ズに基づいてデコーディングを実行することができる。それに対し、ＳＴＡがＨＥ－ＳＩ
Ｇ　Ａ１８３０に基づいてダウンリンクＰＰＤＵの受信指示を受けていない場合、ＳＴＡ
は、デコーディングを中断し、ＮＡＶ（ｎｅｔｗｏｒｋ　ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ｖｅｃ
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ｔｏｒ）を設定することができる。ＨＥ－ＳＴＦ１８５０のＣＰ（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅ
ｆｉｘ）は、他のフィールドのＣＰより大きい大きさを有することができ、このようなＣ
Ｐ区間中、ＳＴＡは、ＦＦＴサイズを変化させてダウンリンクＰＰＤＵに対するデコーデ
ィングを実行することができる。
【０１８１】
　前述した図４乃至図１７の一例は、前記ＨＥ－ＳＴＦ１８５０、ＨＥ－ＬＴＦ１８６０
、データフィールド１８７０に適用されることができる。例えば、データフィールド１８
７０に適用される場合、図示された４個のデータフィールドの各々は、２０ＭＨｚ帯域に
相応できる。即ち、図示されたデータフィールド１８７０の各々に対してリソースユニッ
ト（ＲＵ）を割り当てる場合、図４乃至図１７の一例によって、リソースユニット（ＲＵ
）を割り当て、ヌルサブキャリアを割り当てることができる。
【０１８２】
　一方、図１８の一例は、４個の周波数帯域（即ち、２０ＭＨｚ＊４＝８０ＭＨｚ）を介
して送信される一例を開示するが、４個の周波数帯域１８８１、１８８２、１８８３、１
８８４が全部使われる必要はなく、例えば、ただ１個の周波数帯域が使われ、または選択
的に２個の周波数帯域のみが使われることが可能である。
【０１８３】
　図１９は、本実施例が適用されることができる無線装置を示すブロック図である。
【０１８４】
　図１９を参照すると、無線装置は、前述した実施例を具現することができるＳＴＡであ
り、ＡＰ１９００または非ＡＰ　ＳＴＡ（ｎｏｎ－ＡＰ　ｓｔａｔｉｏｎ）である。
【０１８５】
　ＡＰ１９００は、プロセッサ１９１０、メモリ１９２０及びＲＦ部（ｒａｄｉｏ　ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　ｕｎｉｔ）１９３０を含む。
【０１８６】
　ＲＦ部１９３０は、プロセッサ１９１０と連結して無線信号を送信／受信することがで
きる。
【０１８７】
　プロセッサ１９１０は、本明細書で提案された機能、過程及び／または方法を具現する
ことができる。例えば、プロセッサ１９１０は、前述した本実施例に係るＡＰの動作を実
行するように具現されることができる。プロセッサは、図１乃至図１８の実施例で開示し
たＡＰの動作を実行することができる。
【０１８８】
　非ＡＰ　ＳＴＡ１９５０は、プロセッサ１９６０、メモリ１９７０及びＲＦ部（ｒａｄ
ｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｕｎｉｔ）１９８０を含む。
【０１８９】
　ＲＦ部１９８０は、プロセッサ１９６０と連結して無線信号を送信／受信することがで
きる。
【０１９０】
　プロセッサ１９６０は、本実施例で提案された機能、過程及び／または方法を具現する
ことができる。例えば、プロセッサ１９６０は、前述した本実施例に係るｎｏｎ－ＡＰ　
ＳＴＡ動作を実行するように具現されることができる。プロセッサは、図１乃至図１８の
実施例でｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡの動作を実行することができる。
【０１９１】
　例えば、プロセッサ１９６０は、図４乃至図１８の実施例によってＲＵを割り当て、対
応されるヌルサブキャリアを割り当てることができる。
【０１９２】
　プロセッサ１９１０、１９６０は、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセット、論理回路、データ
処理装置及び／またはベースバンド信号及び無線信号を相互変換する変換器を含むことが
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できる。メモリ１９２０、１９７０は、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、
ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、メモリカー
ド、格納媒体及び／または他の格納装置を含むことができる。ＲＦ部１９３０、１９８０
は、無線信号を送信及び／または受信する一つ以上のアンテナを含むことができる。
【０１９３】
　実施例がソフトウェアで具現される時、前述した技法は、前述した機能を遂行するモジ
ュール（過程、機能など）で具現されることができる。モジュールは、メモリ１９２０、
１９７０に格納され、プロセッサ１９１０、１９６０により実行されることができる。メ
モリ１９２０、１９７０は、プロセッサ１９１０、１９６０の内部または外部にあり、よ
く知られた多様な手段でプロセッサ１９１０、１９６０と連結されることができる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月13日(2017.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ）システムにおいて、複数のサブキャリア（ｓ
ｕｂｃａｒｒｉｅｒ）をそれぞれが有する複数のリソースユニット（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
ｕｎｉｔ）を使用して信号を送信する方法において、
　受信ステーションのデータフィールドのために割り当てられた少なくとも一つのリソー
スユニット（ＲＵ）を使用してＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔ
ａ　Ｕｎｉｔ）を構成するステップであって、それぞれのリソースユニットは、第１のタ
イプのリソースユニット、第１のタイプのリソースユニットより多くの数のサブキャリア
を含む第２のタイプのリソースユニット、及び第２のタイプのリソースユニットより多く
の数のサブキャリアを含む第３のタイプのリソースユニットの内の一つである、ステップ
と、
　前記ＰＰＤＵを既設定帯域を介して前記受信ステーションに送信ステップであって、前
記既設定帯域は、互いに連続する第１乃至第５の周波数帯域と、前記第１の周波数帯域に
連続する左側ガード帯域と、前記第５の周波数帯域に連続する右側ガード帯域とを含む、
ステップと、
　を含み、
　前記第１の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
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当てられる場合、前記第１の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキャリアは、
ヌルサブキャリア（ｎｕｌｌ　ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）であり、
　前記第２の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
当てられる場合、前記第２の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキャリアは、
ヌルサブキャリアであり、
　前記第１及び第２の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当てられる
場合、前記第１及び第２の周波数帯域はヌルサブキャリアを含まず、
　前記第４の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
当てられる場合、前記第４の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブキャリアは
、ヌルサブキャリアであり、
　前記第５の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
当てられる場合、前記第５の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブキャリアは
、ヌルサブキャリアであり、
　前記第４及び第５の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当てられる
場合、前記第４及び第５の周波数帯域はヌルサブキャリアを含まない、方法。
【請求項２】
　前記第３の周波数帯域は、既設定された個数のＤＣサブキャリアと第１のタイプのリソ
ースユニットを割り当てられるためのサブキャリアの数を有する、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記第３の周波数帯域の第１のタイプのリソースユニットを割り当てるサブキャリアの
数は、２個のサブキャリアグループで形成され、前記２個のサブキャリアグループ間には
前記ＤＣサブキャリアがある、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　第１のタイプのリソースユニットは、２６個のサブキャリアを含み、第２のタイプのリ
ソースユニットは、５２個のサブキャリアを含み、第３のタイプのリソースユニットは、
１０６個のサブキャリアを含み、前記ＤＣサブキャリアは、７個のサブキャリアを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第３の周波数帯域は７個のＤＣサブキャリアと、前記７個のＤＣサブキャリアの両
側に１３個のサブキャリアの２つのグループに分割した２６個のサブキャリアを有する、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の周波数帯域、第２の周波数帯域、第４の周波数帯域及び第５の周波数帯域の
各々は、同じ個数のサブキャリアに対応し、
　前記第１の周波数帯域、第２の周波数帯域、第４の周波数帯域及び第５の周波数帯域の
各々は、２個の第１のタイプのリソースユニットと１個のヌルサブキャリアを含む周波数
帯域に相当する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の周波数帯域及び前記第２の周波数帯域を含む帯域は、１個の第３のタイプの
リソースユニットに相当する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＰＰＤＵが複数の受信ステーションのために構成される場合、前記ＰＰＤＵには複
数のリソースユニットが割り当てられ、前記複数のリソースユニットは、前記複数の受信
ステーションのために使われる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＰＰＤＵは、制御フィールド及び前記データフィールドを含み、
　前記制御フィールドに適用されるサブキャリア周波数スペーシング（Ｓｕｂｃａｒｒｉ
ｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｐａｃｉｎｇ）は、前記データフィールドに適用されるサ
ブキャリア周波数スペーシングに比べて４倍大きい、請求項１に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記制御フィールドの各シンボルに適用されるＩＤＦＴ／ＤＦＴ区間（ＩＤＦＴ／ＤＦ
Ｔ　ｐｅｒｉｏｄ）は、前記データフィールドの各データシンボルに適用されるＩＤＦＴ
／ＤＦＴ区間に比べ、１／４倍短い、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　無線ＬＡＮステーションにおいて、
　無線信号を送受信するＲＦ部と、
　前記ＲＦ部を制御するプロセッサとを含み、
　前記プロセッサは、
　受信ステーションのデータフィールドのために割り当てられた少なくとも一つのリソー
スユニットを使用してＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎ
ｉｔ）を構成し、それぞれのリソースユニットは、第１のタイプのリソースユニット、第
１のタイプのリソースユニットより多くの数のサブキャリアを含む第２のタイプのリソー
スユニット、及び第２のタイプのリソースユニットより多くの数のサブキャリアを含む第
３のタイプのリソースユニットの内の一つであり、
　前記ＰＰＤＵを既設定帯域を介して受信ステーションに送信し、前記既設定帯域は、互
いに連続する第１乃至第５の周波数帯域と、前記第１の周波数帯域に連続する左側ガード
帯域と、前記第５の周波数帯域に連続する右側ガード帯域と、を含み、
　前記第１の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
当てられる場合、前記第１の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキャリアは、
ヌルサブキャリア（ｎｕｌｌ　ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）であり、
　前記第２の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
当てられる場合、前記第２の周波数帯域の最左側（ｌｅｆｔｍｏｓｔ）サブキャリアは、
ヌルサブキャリアであり、
　前記第１及び第２の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当てられる
場合、前記第１及び第２の周波数帯域はヌルサブキャリアを含まず、
　前記第４の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
当てられる場合、前記第４の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブキャリアは
、ヌルサブキャリアであり、
　前記第５の周波数帯域上に第１のタイプまたは第２のタイプのリソースユニットが割り
当てられる場合、前記第５の周波数帯域の最右側（ｒｉｇｈｔｍｏｓｔ）サブキャリアは
、ヌルサブキャリアであり、
　前記第４及び第５の周波数帯域上に第３のタイプのリソースユニットが割り当てられる
場合、前記第４及び第５の周波数帯域は前記ヌルサブキャリアを含まない、無線ＬＡＮス
テーション。
【請求項１２】
　前記第３の周波数帯域は、既設定された個数のＤＣサブキャリアと第１のタイプのリソ
ースユニットを割り当てられるためのサブキャリアの数を有する、請求項１１に記載の無
線ＬＡＮステーション。
【請求項１３】
　前記第３の周波数帯域の第１のタイプのリソースユニットを割り当てるサブキャリアの
数は、２個のサブキャリアグループで形成され、前記２個のサブキャリアグループ間には
前記ＤＣサブキャリアがある、請求項１２に記載の無線ＬＡＮステーション。
【請求項１４】
　第１のタイプのリソースユニットは、２６個のサブキャリアを含み、第２のタイプのリ
ソースユニットは、５２個のサブキャリアを含み、第３のタイプのリソースユニットは、
１０６個のサブキャリアを含み、前記ＤＣサブキャリアは、７個のサブキャリアを含む、
請求項１１に記載の無線ＬＡＮステーション。
【請求項１５】
　前記第３の周波数帯域は７個のＤＣサブキャリアと、前記７個のＤＣサブキャリアの両
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側に１３個のサブキャリアの２つのグループに分割した２６個のサブキャリアを有する、
請求項１４に記載の無線ＬＡＮステーション。
【請求項１６】
　前記第１の周波数帯域、第２の周波数帯域、第４の周波数帯域及び第５の周波数帯域の
各々は、同じ個数のサブキャリアに対応し、
　前記第１の周波数帯域、第２の周波数帯域、第４の周波数帯域及び第５の周波数帯域の
各々は、２個の第１のタイプのリソースユニットと１個のヌルサブキャリアを含む周波数
帯域に相当する、請求項１１に記載の無線ＬＡＮステーション。
【請求項１７】
　前記第１の周波数帯域及び前記第２の周波数帯域を含む帯域は、１個の第３のタイプの
リソースユニットに相当する、請求項１６に記載の無線ＬＡＮステーション。
【請求項１８】
　前記ＰＰＤＵが複数の受信ステーションのために構成される場合、前記ＰＰＤＵには複
数のリソースユニットが割り当てられ、前記複数のリソースユニットは、前記複数の受信
ステーションのために使われる、請求項１１に記載の無線ＬＡＮステーション。
【請求項１９】
　前記ＰＰＤＵは、制御フィールド及び前記データフィールドを含み、
　前記制御フィールドに適用されるサブキャリア周波数スペーシング（Ｓｕｂｃａｒｒｉ
ｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｐａｃｉｎｇ）は、前記データフィールドに適用されるサ
ブキャリア周波数スペーシングに比べて４倍大きい、請求項１１に記載の無線ＬＡＮステ
ーション。
【請求項２０】
　前記制御フィールドの各シンボルに適用されるＩＤＦＴ／ＤＦＴ区間（ＩＤＦＴ／ＤＦ
Ｔ　ｐｅｒｉｏｄ）は、前記データフィールドの各データシンボルに適用されるＩＤＦＴ
／ＤＦＴ区間に比べ、１／４倍短い、請求項１９に記載の無線ＬＡＮステーション。
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